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○

地域交流センター　新穂潟上温泉

2,952万6,000円を追加補正（予算総額489億
9,030万1,000円）

　民間に譲渡した日帰り温泉施設の「入湯税の
引下げ及び免除を求める陳情」について、社会福
祉協議会からも意見聴取しました。

3

　当事業は合併前の契約に基づ
く植林分収事業であるが、契約処
理を期間満了直前まで先延ばし
し、結果として基金の低減を招い
てきました。
　今後の当該契約の処理にあた
って、適切に対応するよう意見を
つけ認めました。

「入湯税の引下げ及び 
免除を求める陳情」に 
ついて

　商店街の活性化のため、緊急経済対策とし
てプレミアム商品券の発行を認めました。

　養殖･水産加工実証モデル事
業について設立が予定されて
いる協議会の責任体制が不明
確である上、補助金交付要綱
も不整合であることから、これ
らの点が整理されるまで、事業
の執行を凍結することとの意見
をつけました。

5 プレミアム商品券 
　　　発行助成事業

市│民│厚│生

　11月1日にオープン
した佐渡総合病院を
現地視察しました。
屋上のヘリポートや
集中治療室などを重
点的に見学。医療機
器の搬入などで大忙
しの様子でした。

産│業│建│設

屋上ヘリポート

4 ふるさとの森基金条例について

さどトキめき商品券
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◆9月定例会の主な審議事項

一般会計予算に歳入歳出それ
ぞれ17億

平成23年９月９日～２７日開催　 第５回  ９月定例会 

　相川支所・相川消防署の老朽化が著し
く移転が必要なことから、相川支所の西
側の埋立地に相川支所及び相川消防署を
併設した施設を建設するための設計業務
及び地質調査委託料の予算計上を認めま
した。

1 相川支所・相川消防署庁舎等建設事業　2,300万円

東日本大震災を受け、
津波に対応するハザードマップの
作成費用についての予算計上を
認めました。

2 ハザードマップ作成事業 
933万5,000円

行政の
今を 見 る
常 任 委 員 会
のうごき

総│務│文│教
　平成24年度リニューア
ルオープンする陸上競
技場の周辺地（野球場
外野周辺等）の駐車場
整備と老朽化したトイレ
の改築費用についての
予算計上を認めました。

老朽化がすすむ相川支所

リニューアルオープンする陸上競技場
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ト
キ
と
の
共
生
を
掲

げ
、
自
然
豊
か
な
佐
渡
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
観
光
、
産
業
振
興

に
期
待
し
た
放
鳥
事
業
で
あ
る

が
、
現
実
は
時
と
し
て
、
人
の

生
活
に
犠
牲
を
求
め
、
ト
キ
の

名
を
出
せ
ば
何
で
も
と
お
る
と

言
わ
な
い
ば
か
り
で
あ
る
。
ト

キ
も
人
の
生
活
エ
リ
ア
に
侵
入

す
れ
ば
あ
る
程
度
の
リ
ス
ク
が

あ
る
と
い
う
訓
練
時
の
反
復
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
市
民

生
活
目
線
に
立
っ
た
放
鳥
事
業

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

 

ト
キ
放
鳥
当
初
は
、
自

然
の
ま
ま
に
受
け
止
め
よ
う
と

認
識
し
て
い
た
が
、
昨
今
は
ト

キ
で
あ
れ
ば
他
の
も
の
を
犠
牲

に
し
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
は

良
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
ト

キ
と
人
間
と
が
共
生
す
る
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
調
整
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
今
後
と
も

国
・
県
に
対
し
て
し
っ
か
り
と

発
言
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

共
生
ル
ー
ル
を
市
民
に
も
求
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

ト
キ
飛
来
営
巣
で
真
野

長
石
地
区
防
風
林
へ
の
松
く
い

虫
対
策
防
除
空
散
が
中
止
さ

れ
、
対
案
と
し
て
樹
幹
注
入
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

農
林
水
産
課
長 

集
落
の
合
意
を

得
ら
れ
れ
ば
、
12
月
頃
か
ら
防

風
林
面
積
5.4
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
約

5
6
0
0
本
の
松
に
つ
い
て
３

年
間
約
5
0
0
0
万
円
の
予
算

に
て
樹
幹
注
入
を
予
定
し
て
い

る
。
そ
し
て
一
日
で
も
早
く
安

心
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

防
風
林
を
守
る
真
野
長

石
地
区
の
方
の
生
活
も
大
事
で

重
い
問
題
提
起
で
あ
り
、
一
方

で
は
ト
キ
を
見
守
る
方
々
の
意

見
も
あ
る
。
共
生
ル
ー
ル
の
中

で
生
活
を
守
る
こ
と
が
第
一
で

あ
る
。 

ト
キ
放
鳥
に
関
連
し
農

作
物
収
穫
期
被
害
対
策
の
カ
ラ

ス
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
は
な
ぜ

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
か
。

農
林
水
産
課
長 

放
鳥
翌
年
の
平

成
21
年
度
か
ら
、
被
害
農
家
自

ら
の
自
己
防
衛
策
で
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後
精

査
し
、
効
果
が
な
け
れ
ば
検
討

し
た
い
。

9月定例会では17人の議員が登壇し、市の考えをただしました。
一般質問での答弁要旨を各議員からの寄稿で掲載しています。
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佐
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昭
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光
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杉
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原
発
を
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止
し
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然
再
生
エ
ネ
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の
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を
急
げ
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藤
　
和
　
義
　
議
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⓬
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